
要約

保育者養成課程で学ぶ学生が毎日の学生生活の中で身近な自然と触れ合うことができる環境としてビ
オトープを設置した。札幌市近郊に自生する在来植物から，北海道の身近な植物として重要と考えられ
るもの，身近な昆虫との関わりが深いもの，保育者が幼児と自然との媒介者としての役割を果たす上で
重要と考えられるものを選択し，2019 年⚕月から木本類⚘科 13 種，草本類⚔科⚕種の植栽を開始した。
設置後 2020 年 10 月までの間に観察された木本類は自生してきたものを含めて 12 科 17 種，草本類は自
生してきたものを含めて 14 科 26 種であった。2020 年 10 月現在で植栽した木本類は全て定着し，草本
類は⚑科⚒種(エゾニュウおよびミツバ)が定着した。自生してきた植物のうち外来種についてはエゾノ
ギシギシを除き全て除去した。2020 年⚙月にはキハダ上でナミアゲハの幼虫 10 頭が観察され，その後
⚓頭の羽化が確認された。
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Ⅰ．緒言

幼児にとって自然は⼦想像力を養う場⼧，⼦発見の喜びを楽しむ場⼧，⼦創造力を養う場⼧であり，自然と
豊かに触れ合って遊ぶことを通して，自分の頭で考え工夫することができる人間に育つことが期待され
る(西頭・中垣 1980)。また，人間の思い通りにはならない自然との関わりを通して，自然に対する謙虚
さ，科学的で客観的な見方・考え方が育まれることが期待される。幼稚園教育要領(文科省 2017)の領域
⼦環境⼧の内容の取扱いにも⼦幼児期において自然のもつ意味は大きく，自然の大きさ，美しさ，不思議さ
などに直接触れる体験を通して，幼児の心が安らぎ，豊かな感情，好奇心，思考力，表現力の基礎が培
われることを踏まえ，幼児が自然とのかかわりを深めることができるように工夫すること⼧と記述され
ているとおり，幼児期には⼦知識を増やす⼧よりも⼦探究心を育てる⼧，⼦豊かな感情を育てる⼧ことが重要
である。
幼児が触れ合う対象として⼦身近な環境⼧，⼦身近な自然⼧のように⼦身近な⼧という言葉が多く使われて

おり，日常的な保育の場で自然との触れ合いを通して豊かな感情・情操を育てることが求められている。
一方保育現場での小動物の飼育には愛玩動物が多く取り入れられており，前田・竹内(2003)による調査
では，約 70％の幼稚園で哺乳類や鳥類が飼育されていた。もちろんこのような愛玩動物との触れ合いを
通して生命を愛しむ心が育まれ，情操が豊かになることに疑いはなく，特に人間と同じ哺乳類の飼育に
よって得られるものは多いと考えられる。しかしながら幼稚園教育要領等で謳われている⼦身近な自然⼧
については，⼦幼稚園の周辺環境に見られ，日常的な活動の中で接することのできる動植物⼧，つまり幼
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児が毎日の園生活で出合う野生の動植物ととらえるべきであろう。渡部ら(2018)も⼦身近な昆虫⼧を⼦子
どもの日常の遊び(学び)の空間である保育施設で見つけることのできる昆虫⼧と定義している。幼児は
このような身近な環境に生息する動植物の営みに日常的な遊びの中で接することを通して，幼児なりに
自然の神秘さ，厳しさを感じるであろう。このことは幼児教育における持続可能な発展のための教育
(Education for Sustainable Development；ESD)⼧を実践する上でも非常に重要であると考えられる。
人間の生活空間に自生する野生の草本類は一般的に⼦雑草⼧と呼ばれ，繁茂していると汚い，雑然とし

ている，虫が発生する等という理由で，園庭などの保育施設内の環境であっても刈り取ることが当然と
考えられている。しかしこれらの植物は身近な自然の代表である。草花遊びの素材となるのはこれら自
生植物であるし，自生植物はその地域に生息する小動物の生息環境になるので，幼児にとって身近な小
動物との触れ合いの場となる。幼児が身近な自然と豊かな触れ合いのできる環境を提供するためには，
保育者が⼦雑草⼧＝⼦汚い，刈り取るべき⼧，という大人の都合・常識から抜け出し，自生植物を幼児にとっ
ては重要な身近な自然であることを意識して環境整備を行う必要がある。
身近な自然と触れ合うことのできる場としてビオトープがある。ビオトープは⼦生物が生きていく空

間，棲み場所⼧を意味しており(塩瀬 1999)，本来その地域に分布するさまざまな野生の生物が生息でき
る比較的均質な空間で(大澤他 2003)，生物同士の相互作用が形成されていることが重要である(日本生
態系協会 2008)。身近な自然である野生の動植物を園芸植物，作物，愛玩動物，家畜・家禽類と区別する
のは当然であるが，外来生物の取り扱いも重要である。その地域に生息する生物群集による生態系が形
成されているビオトープに外来生物を持ち込むことはビオトープの目的に反する。しかしアメリカザリ
ガニやブラックバス等の外来種を放流したり(上赤 2005)，生態系への影響が問題とされているシロツメ
クサ，ブタナ，ハルジオン，コウリンタンポポ(清多 2018)，コセンダングサ(大澤他 2003)などを導入し
たり，自生しているものを積極的に活用したりしている例がある。園庭ビオトープにおいては，草花遊
びの材料等として幼児が触れ合うことのできる植物を，外来種であるとして全て除去すべきとは一概に
は言えないが，環境教育的な視点からも慎重に検討する必要がある。
図⚑に身近な環境における幼児，身近な自然の動植物および保育者の関係について模式的に示した。

身近な動植物の生息環境と幼児の日常的な遊びの環境とが重なった部分で幼児が動植物と触れ合い，保
育者はこの出合いを媒介する役割を果たす。保育者が自分の保育のフィールドにはどのような自然があ
り，日常的な保育の中で⼦いつ⼧，⼦どこで⼧，⼦どのような自然⼧と触れ合うこと出来るかを把握している
ことによって，自然と幼児との媒介者としての役割を果たすことができる。昆虫には，チョウの幼虫と
食餌植物のように植物と非常に深いつながりをもつものが多く，幼児と昆虫とを媒介するには身近な植
物についての知識が不可欠である。しかしながら幼稚園教諭，保育士および保育者養成課程に在籍する
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図 1 身近な環境における幼児，動植物および保育者の関係



学生を対象とした調査では，カタバミ，スギナ，イタドリのような身近な植物を知っている割合が 20％
以下という結果が報告されている(鈴木 2008，2010，2011)。また教員を志望する学生に対する調査でも，
カタバミ，イヌタデ，エノコログサなどを知らないという回答が 90％以上を占めていた(齋藤他 2011)。
保育現場からは保育者養成校における授業で身近な自然物の知識を身につけるとともに，実際に触れ合
う体験を積むことが求められている(前迫 2006)。養成校でもこのことは認識されており授業として行
われている自然体験についての実践報告(森田他 2014)があるが，イベント的な特別授業としてではなく
日常的な学習の中で身近な自然と触れ合う機会を準備することが重要であると考えられる。
札幌大谷大学短期大学部保育科は 2019 年⚔月に新校舎(札幌大谷学園敷地の南側)へ移転し，それに

合わせて保育者養成課程で学ぶ学生が毎日の学生生活の中で北海道の身近な自然に接することが出来る
場としてビオトープを新校舎脇に設置することになった。ビオトープとして豊かな生物相が形成される
ことにより，学生が実体験を通して豊かな感性を磨くとともに確かな知識を身につけることを期待でき
る。さらに昆虫等の小動物が生息する環境に身を置くことにより，これらを苦手とする学生が愛着を抱
くきっかけになることも期待できる。本学附属幼稚園では 2005 年度にバタフライガーデンを設置し，
チョウの豊かな生息環境として現在も良好に維持されているが，広くチョウを集めるために食餌植物お
よび吸蜜植物として外来種，園芸植物，作物も植栽している(柘植他 2013)。新しく整備を開始したビオ
トープは，学生が北海道に自生する在来植物についての学びを深める場とするため，植栽する植物はチョ
ウの食餌植物となるものも含めて全て札幌近郊に自生する在来種とした。本稿ではビオトープ設置とそ
の後の経過について報告する。

Ⅱ．ビオトープ整備の方法

1．植栽する植物についての考え方
新校舎(A 棟)新築に合わせて校舎東側の玄関脇と校舎南側の壁際に花壇用に準備された場所(約 31

m2)をビオトープとして整備する作業に 2019 年⚔月より取りかかった。植栽する植物は，札幌市周辺に
自生する在来種で北海道の身近な自然として重要と考えられるもの，身近な昆虫とのかかわりが深いも
の，保育科で学ぶ学生が将来保育現場で幼児と自然との媒介者としての役割を果たす上で重要と考えら
れるものとした。生物多様性には種の多様性とともに遺伝的多様性があり，同じ種であっても地理的隔
離によって地域ごとに遺伝子レベルでは異なり，このような遺伝子の多様性が別の種へ進化する潜在的
な可能性となっている(日本生態系協会 2006)。人為的な遺伝子汚染による生態系の攪乱を避けるため
には，昆虫による花粉の媒介，野生動物が介在することによる種子の拡散のように人為的ではない自然
による移動が可能な範囲内の個体を植栽すべきである。緑化工事で流通している種子の生産地について
の調査結果では，在来種であっても中国や韓国から輸入されたものが主であり，さらにそれらには外来
種が混入していることも指摘されている(日本生態学会 2003)。そのため種名(学名)が同一であっても，
安易に園芸店や通販サイトから購入して植栽するのではなく，その地域に自生している個体を植栽する
ことが重要である。本ビオトープでも札幌市近郊に自生する個体を移植することが重要であるという考
えから，やむを得ない場合を除き筆者の自宅(北広島市)敷地内に自生する植物から保育者養成課程で学
ぶ学生が日常的に接する意義が深いと考えられる植物種を選んで移植した。設置後自生してきた植物に
ついては，在来種か外来種か，身近な昆虫との関わり，幼児との関わり等を検討して対応した。
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2．植栽した木本類
表⚑に筆者自宅敷地内に生育している木本類のうち種名を同定できているものを示した。これらの中

から保育科学生が日常的な学生生活の中で，身近な北海道の自然に触れることができる場所という本ビ
オトープの目的に合致しており，実生または若木を採集することのできる⚗科 11 種，さらに本ビオトー
プに必要な樹種と考えられるが移植可能な個体を自宅敷地内で入手できなかった⚒科⚒種を加えて計⚘
科 13 種を植栽した。植栽した樹種とこれらをビオトープに導入する必要があると考えた理由は次の通
りである。北海道に自生するドングリを実らせる木であるコナラ，ミズナラおよびカシワの⚓種につい
ては保育科で学ぶ学生には身近な植物として是非知ってもらいたいため，自宅敷地内に多くの実生およ
び若木が存在するコナラおよびミズナラを移植した。カシワは自宅敷地内には生育していないため，恵
庭市内で 2019 年 10 月に採集した堅果(ドングリ)を植えた。また同じブナ科であり食物としても身近な
クリを移植した。モミジの仲間(カエデ科)にも種類があり，紅葉時期に赤く色づくものとそうでないも
のとがあることに気づいてもらいたいため，札幌周辺で普通に見られるカエデ科のヤマモミジ，ハウチ
ワカエデおよびエゾイタヤを移植した。札幌周辺に広く自生し季節感を豊かにする効果を期待できる樹
木として，⚕月上旬に開花し⚗月に果実が赤く熟するエゾニワトコおよび樹形が非常に印象的であり，
⚖月上旬に開花し 10 月に果実が黒く熟し，冬季には枝が赤く鮮やかに色づくミズキを移植した。また
⚗月下旬に黒く熟する果実が食用になり，果実には多量のアントシアニンを含み色水遊びの材料となる
ため保育と関わりの深いヤマグワを移植した。身近な昆虫との関りの深い樹木として，アゲハ，カラス
アゲハおよびミヤマカラスアゲハの食餌植物であるキハダは本ビオトープに是非導入したいが，自宅敷
地内に移植できる若木がないためやむを得ず苗木を⚒本購入して植栽した。また北海道の落葉広葉樹林
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表 1 筆者自宅敷地内に生育する木本類
科名 種名

ブナ コナラ，ミズナラ，クリ
スイカズラ エゾニワトコ
クワ ヤマグワ
ミズキ ミズキ
カエデ ヤマミジ，ハウチワカエデ，エゾイタヤ
モクセイ ヤチダモ，イボタノキ
ミカン キハダ
ニレ ハルニレ
カバノキ シラカンバ，ハンノキ
ブドウ ヤマブドウ
バラ ミヤマザクラ，ナナカマド，ナワシロイチゴ
ヤナギ バッコヤナギ
ウルシ ツタウルシ，ヌルデ
マメ ニセアカシア
クルミ オニグルミ
ニシキギ ツルウメモドキ
ウコギ ハリギリ
ユキノシタ イワガラミ
マツ トドマツ，アカエゾマツ，カラマツ
イチイ イチイ



を代表する木本類の⚑つとしてヤチダモを移植した。常緑針葉樹としてイチイを移植した。

3．植栽した草本類
表⚒に自宅敷地内に生育している草本類のうち種名を同定できているものを示した。自宅敷地内はほ

ぼ全域が落葉広葉樹を中心とした樹木に覆われているため落葉時期以外には地表に直射日光がほとんど
届かず日当たりが悪く，また地下水位が高く湿った土壌を好む植物が多く見られ，直射日光が降り注ぎ
土壌も乾燥している本ビオトープ設置場所とは環境が全く異なる。そのため設置時に移植する草本類
は，本ビオトープの目的に合致している身近な植物であるとともに，再度の移植が可能な次に示す⚔科
⚕種に限定し，植栽した樹木が定着した後の土壌環境に合わせて様子を見ながら少しずつ移植すること
にした。植栽した植物種とこれらをビオトープに導入する必要があると考えた理由は次の通りである。
身近な昆虫との関わりが深い植物としてキアゲハの食餌植物であるセリ科の在来種であるエゾニュウお
よびミツバを移植した。北海道の森林に自生する代表的なユリであり，種子は⼦キツネの小判⼧と呼ばれ
工作の材料にもなるオオウバユリを移植した。林床に群落を形成し⚖月に可憐な花を咲かせるマイヅル
ソウおよび葉形が牛の顔似ていることからウシノヒタイという別名をもち⚙月に可憐な花を咲かせるミ
ゾソバを移植した。
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表 2 筆者自宅敷地内に生育する草本類
科名 種名

ドクダミ ドクダミ
サトイモ コウライテンナンショウ
シュロソウ ミヤマエンレイソウ
ユリ オオウバユリ
ラン ギンラン
クサスギカズラ スズラン，マイヅルソウ，オオバギボウシ
ツユクサ ツユクサ
イネ ススキ，カモガヤ，オオアワガエリ，クマイザサ
キンポウゲ フクジュソウ，ミヤマオダマキ
ユキノシタ ネコノメソウ
マメ ムラサキツメクサ
バラ キンミズヒキ，オオダイコンソウ，ミツバツチグリ
フウロソウ ゲンノショウコ
アブラナ オオアラセイトウ
タデ エゾノギシギシ，ミゾソバ，イヌタデ
ツリフネソウ キツリフネ
アカネ クルマバソウ
ムラサキ オニルリソウ
オオバコ オオバコ
シソ エゾシロネ

キク セイヨウタンポポ，エゾタンポポ，アメリカセンダングサ，アキタブキ，
オオヨモギ，ユウゼンギク，オオアワダチソウ

ウコギ ウド
セリ ミツバ，エゾニュウ，セントウソウ，イワミツバ，ノラニンジン
トグサ スギナ



Ⅲ．ビオトープ設置後の経過

2020 年⚗月 19 日に撮影されたビオトープの写真を図⚒に示した。また 2020 年⚘月に観察された植
物の配置図を図⚓に示した。ただし草本類については移植したもののうち定着しているエゾニュウおよ
びミツバのみを記載した。

1．設置後の木本類
ビオトープ内で 2020 年 10 月までに観察された木本類は 12 科 17 種であった(表⚓)。植栽したものは

枯死することなく全て定着し無事冬を越し，2020 年春には全てが芽吹き順調に生育している。2019 年
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図 2 A棟前に設置されたビオトープ(2020 年⚗月 19 日撮影)

図 3 A棟前ビオトープで観察される植物の配置図(2020 年⚘月現在)．
A：コナラ，B：ミズナラ，C：カシワ，D：クリ，E：エゾニワトコ，F：ヤマグワ，G：ミズキ，
H；ヤマモミジ，I：ハウチワカエデ，J：エゾイタヤ，K：ヤチダモ，L：キハダ，M：イチイ，
N；クマイチゴ，O：ヤマブドウ，P：エゾニュウ，Q：ミツバ



10 月に堅果を植えたカシワも 2020 年⚖月に実生が確認され順調に生育している。移植した木本類のう
ちエゾニワトコ以外は樹高が 10 メートル以上に生長するものが多いので，適宜間引きおよび剪定を行
う必要がある。植栽した木本類の写真を図⚔に示した。植栽したものではないポプラ，ヤマブドウ，ヌ
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表 3 ビオトープ内で確認された木本類
科名 種名 在来種/外来種 経緯

ブナ コナラ 在来種 植栽(移植)
ミズナラ 在来種 植栽(移植)
カシワ 在来種 植栽(堅果)
クリ 在来種 植栽(移植)

スイカズラ エゾニワトコ 在来種 植栽(移植)
クワ ヤマグワ 在来種 植栽(移植)
ミズキ ミズキ 在来種 植栽(移植)
カエデ ヤマモミジ 在来種 植栽(移植)

ハウチワカエデ 在来種 植栽(移植)
エゾイタヤ 在来種 植栽(移植)

モクセイ ヤチダモ 在来種 植栽(移植)
ミカン キハダ 在来種 植栽(購入した苗木)
ブドウ ヤマブドウ 在来種 自生
バラ クマイチゴ 在来種 自生
ヤナギ ポプラ 外来種 自生(除去)
ウルシ ヌルデ 在来種 自生(除去)
イチイ イチイ 在来種 植栽(移植)

図 4 植栽した木本類
A：コナラ，B：ミズナラ，C：カシワ，D：クリ，E：エゾニワトコ，F：ヤマグワ，G：ミズキ，H；
ヤマモミジ，I：ハウチワカエデ J，：エゾイタヤ，K：ヤチダモ，L：キハダ，M：イチイ



ルデおよびクマイチゴが観察されたが，これらは客土中に含まれていた種子が発芽して生長したものと
考えられる。これらのうち外来種であるポプラおよび体質によっては皮膚炎を起こす可能性があるヌル
デは除去した。ヤマブドウは身近な植物として魅力的ではあるが，ツル性の木本であり隣のキハダやエ
ゾイタヤに巻き付くため，こまめに剪定している。支柱を設置するか除去するかの検討が必要である。

2．設置後の草本類
2020 年 10 月までに観察され種を同定することのできた草本類は 14 科 26 種であった(表⚔)。自宅敷

地内より移植した⚓科⚕種は全て根付いたように見えたが，2020 年⚘月現在で生育しているものはエゾ
ニュウおよびミツバの⚒種である。ミゾソバは移植後順調に生育し 2019 年 10 月には開花したが，2020
年春には芽を出さなかった。マイヅルソウは移植後秋まで葉が枯れることはなく，2020 年春にも芽を出
したため定着したものと考えられたが，⚘月までには消失していた。ミゾソバは湿地帯のような土壌が
湿った場所に生育する植物であり，マイヅルソウは林床に生育する植物であるため，移植先の環境が合
わなかったと考えられる。木本類の生育状況を見ながら適した場所を吟味して再度の移植について検討
する予定である。オオウバユリは移植後間もなくして花茎を伸ばし始め⚗月に開花し⚙月に結実した。
移植したのは⚑株のみで本種は⚑回繁殖型の多年草であるため(梅沢 2018)，2020 年には生育していな
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表 4 ビオトープ内で確認された草本類
科名 種名 在来種/外来種 経緯

ユリ オオウバユリ 在来種 植栽
クサスギカズラ マイヅルソウ 在来種 植栽(枯死)
マメ コメツブウマゴヤシ 外来種 自生(除去)

シロツメクサ 外来種 自生(除去)
カタバミ カタバミ 在来種 自生
アカバナ メマツヨイグサ 外来種 自生(除去)
タデ ミゾソバ 在来種 植栽(枯死)

イヌタデ 在来種 自生(一部除去)
オオイヌタデ 在来種 自生(一部除去)
エゾノギシギシ 外来種 自生(一部除去)

ヒユ アカザ 外来種 自生(除去)
シロザ 外来種 自生(除去)
アオゲイトウ 外来種 自生(除去)

スベリヒユ スベリヒユ 在来種 自生(一部除去)
ナス イヌホオズキ 在来種 自生(一部除去)
オオバコ オオバコ 在来種 自生

ヘラオオバコ 外来種 自生(除去)
ゴマノハグサ ビロードモウズイカ 外来種 自生(除去)
キク セイヨウタンポポ 外来種 自生(除去)

オニノゲシ 外来種 自生(除去)
ノボロギク 外来種 自生(除去)
オオヨモギ 在来種 自生(一部除去)
コウゾリナ 在来種 自生

セリ ミツバ 在来種 植栽
エゾニュウ 在来種 植栽

トグサ スギナ 在来種 自生(一部除去)



い。2021 年に種子からの発芽が観察されなければ新しい株を移植する予定である。エゾニュウは移植
後順調に生育し，2020 年⚔月に新しい葉を伸ばし⚖月下旬には花茎を伸ばし始め⚗月 10 日には開花し
た(図⚕)。エゾニュウもオオウバユリと同様に⚑回繁殖型の多年草であるため(梅沢 2018)，2021 年春
に新しい株を移植する予定である。ミツバも移植後すぐに根付きし，2020 年⚔月には新しい葉を伸ばし
その後も順調に生育している(図⚖)。
草本類については非常に多くの自生植物が観察され，同定された 20 種のうち 11 種が外来種であった。

自生した外来種については原則として除去するこ
とにしているが，エゾノギシギシはベニシジミの
食餌植物である他，この植物上では様々な昆虫の
相互作用が形成されるため(さとうち 1986)，繁茂
しすぎないように一部を除去しながら維持するこ
とにした。種名を同定でできなかったため表には
記載していないが，オオアワガエリ，カモガヤ，
ナガハグサ，メヒシバと推測されるイネ科植物が
確認されたが，これらは全て除去した。また在来
種であってもオオイヌタデ，オオヨモギのように
草丈が高くなり木本類の生育を阻害すると懸念さ
れるものについては一部除去した。その他の自生
植物であるイヌタデ，スベリヒユおよびスギナに
ついては，繁茂し過ぎることによる植栽した植物
への影響を考慮しながら必要に応じて一部除去し
た。イヌホオズキ(図⚗)は⚙月下旬から 10 月に
かけて黒い球状の果実が熟し，果皮には多量のア
ントシアニンが蓄積されるため色水遊び等の材料
として保育教材になる。本種は在来種とされるが
(佐竹他 2002，朝日百科 1997，梅沢 2007，2018)，
有史以前に移入した外来種(史前帰化植物)である
という説もある(清水 2003)。北海道の外来種リ
ストである北海道ブルーリスト(北海道ブルーリ
スト 2010)では，カテゴリーA3(北海道に定着し
ており，生態系等への影響が報告または懸念され
ている外来種)に指定されている。幼児が遊びの
中でこの植物と触れ合う意義は大きいと考え，保
育者には教材になる身近な植物の⚑つとして是非
知ってもらいたいので，他の植物を圧倒しないよ
う適宜除去しながら管理している。
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図 5 開花したエゾニュウ(2020 年⚗月 11 日撮影)

図 6 若葉を出したミツバ(2020 年⚕月⚕日撮影)

図 7 自生したイヌホオズキ(2019 年 10 月⚖日撮影)



3．ビオトープで観察された昆虫
2019 年⚙月にはエゾニュウの葉上でナナホシテントウの蛹が観察され，植物上でアブラムシ，テント

ウムシおよびアリとの間で昆虫同士の相互作用が形成されていることが示唆された。2020 年⚗月にエ
ゾニュウの花が開花するとマメコガネ，セマダラコガネおよびメスグロハバチが訪れた。
2020 年⚙月⚒日にはキハダ上で蛹化が近いナミアゲハの⚕齢幼虫⚗頭の他，⚔齢幼虫⚓頭が観察さ

れ，⚙月⚘日にはビオトープに接する校舎南側の外壁で蛹⚑頭が観察され，⚙月 16 日に羽化した(図⚘)。
専攻科保育専攻⚒年生で，本科に在籍中に筆者が担当する⼦特別研究Ⅰ・Ⅱ(自然)⼧を履修した学生が同
級生とともにビオトート周辺を探し，ビオトープ南側の札幌大谷学園の敷地境界に設置された鉄柵およ
び道路を隔てた民間アパートの外壁でそれぞれ⚑頭ずつの蛹を見つけた。後日この⚒頭の蛹を採集し，
飼育箱に入れて専攻科⚒年生の教室内で観察した結果，⚙月 18 日および 19 日に羽化したので，飛べる
ようになってからすぐに放した。
現在までに本ビオトープで繁殖が確認された鱗翅目はナミアゲハのみであるが，2005 年に設置した附

属幼稚園のバタフライガーデンでは，ほぼ毎年ナミアゲハの他にキアゲハおよびミヤマカラスアゲハも
繁殖しているため，本ビオトープでも大いに期待できる。附属幼稚園のバタフライガーデンではキアゲ
ハの食餌植物として地下茎を伸ばして群生する外来種のイワミツバを植栽しているが，地下茎をもたな
いミツバおよびエゾニュウがキアゲハの安定した繁殖環境となるように維持することが今後の課題であ
る。

Ⅳ．ビオトープの活用

本ビオトープは保育科で学ぶ学生が，毎日の学生生活の中で北海道の身近な自然を体感することによ
り，野生の動植物に愛着を抱き，実体験を通して確かな知識を身につけることを目的に整備しており，
保育で使用する身近な自然素材の採集，教材研究の場となることが期待される。学生には自由に活用し
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図 8 ビオトープで繁殖したナミアゲハ
A：⚔齢幼虫(2020 年⚙月⚓日撮影)，B：⚕齢幼虫(2020 年⚙月⚒日撮影)，C：蛹(2020 年⚙月⚘日撮
影)，D：羽化した成虫(2020 年⚙月 16 日撮影)



てもらいたいが，授業の中でも積極的に活用して
いく予定である。
生育している木本類 15 種のうちイチイ以外の

14 種が落葉広葉樹であり，幼児にとって秋の身近
な自然物である落ち葉を収集することができる。
樹種によって葉の形や色づきが異なるのは当然で
あるが，同じ樹種の葉であっても⚑枚ずつ形，大
きさ，色がみな異なり，全く同じものはないとい
うことを体感することを通して自然の多様性に気
づくことが非常に重要である。このような自然の
多様性を常に実感することは，⚑人ひとりの子ど
もの多様性を自然のこととして受け入れ尊重する
という保育者として大切な資質を養うことにも資
するはずである。北海道に自生するドングリの木⚓種を全て植栽してあるので，堅果をつけるまで生長
すればドングリにも種類があることに体験を通して気づけるはずである。また色水遊びに使えるアント
シアニンを蓄積する果実を採集できる場にもなる。現在採集できる果実はイヌホオズキのみであるが，
筆者が担当する授業内で色水遊びに使える自然物に関する教材研究として活用している(図⚙)。ヤマグ
ワが果実をつけるようになれば，色水遊びの材料としてだけではなく，味覚を通しても触れ合うことの
できる身近な自然物になる。
自然の状態で生活している身近な昆虫に触れ合うことのできる場にもなるはずである。筆者が担当す

る⼦特別研究Ⅰ(自然)⼧では附属幼稚園のバタフライガーデンでチョウ(アゲハ，キアゲハ，ミヤマカラス
アゲハ，モンシロチョウ，スジグロシロチョウ)の卵あるいは若齢幼虫を採集し飼育しているが，本ビオ
トープでもこれらのうちアゲハチョウ科の繁殖が可能である。バタフライガーデンにはアゲハチョウ科
の幼虫の食餌植物として札幌周辺には自生していないサンショウ，外来植物であるイワミツバを植栽し
ているが，本ビオトープに植栽している植物は全て札幌周辺の自生植物であるので，学生は身近な野生
植物とのつながりとしてこれらのチョウを体感できるはずである。
専攻科保育専攻の授業である⼦保育環境特論⼧内では⼦こども環境管理士資格(日本生態系協会認定資

格)⼧取得のための学習を行っており，この中でビオトープについても詳しく扱っている。本ビオトープ
の維持・管理を通して，保育現場におけるビオトープの整備について実体験を通して学ぶことができる。

Ⅴ．今後の課題

土壌が形成されていない荒地であり，直射日光の降り注ぐ場所に，北海道の森林に自生する植物を中
心に植栽して根付くのかどうか設置当初は懸念されたが，木本類は枯死することなく全て根付き定着し
た。草本類は定着率が悪く，木本類の生長を見ながら新たに植栽するものを検討していきたい。狭い面
積であるため実現するかどうかは見通せないが，豊かな土壌が形成さるとともに，直射日光が避けられ
るような環境になれば，落葉広葉樹林の林床を構成しスプリングエフェメラルと呼ばれるエゾエンゴサ
ク，アズマイチゲ，ヒメイチゲ，ニリンソウ，カタクリ，ムラサキケマン等の植栽を検討する意義は大
きいと考えられる。またエンレイソウの仲間(エンレイソウ，オオバナノエンレイソウ，ミヤマエンレイ
ソウ)，ヒトリシズカ，コウライテンナンショウ，クルマバソウ等も札幌近郊に自生する身近な植物とし
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図 9 保育・教職実践演習(幼)で使用するために採集したイヌ
ホオズキの果実



て重要である。
情報発信の方法も検討課題である。ビオトープ内で見られる植物についての情報をどのような形で発

信することによって，学生に対する教育的効果を最大限に引き出すことができるかが非常に難しい課題
である。植物園や園芸植物が植えられた花壇のように植物名を表示した札を設置して効率よく名前を教
えることを目指すのではなく，学生には北海道の身近な野生の植物が生育している自然環境に身を置い
た雰囲気を味わい，園芸植物ではない野生の植物が生育している空間に魅力を感じてもらいたい。人工
的な物に囲まれて生活している日常生活から一瞬でも抜け出して，植物との触れ合いを通してその心地
よさに浸りながら生育する植物に興味・関心を抱くことが重要であると考えられる。また北海道の身近
な自然を再現する目的で整備されたビオトープという環境に生育している植物に人工物である名札をつ
けることによって，学生が現実を離れて想像の世界に入る機会が妨げられることも懸念される。Rachel
Carson の“the Sense of Wonder”(Carson 1998)には幼児と向き合う上で非常に重要と考えられる次の
記述がある。⼦I sincerely believe that for the child, and for the parent seeking to guide him, it is not half
so important to know as to feel. If facts are the seeds that later produce knowledge and wisdom, then the
emotions and the impressions of the senses are the fertile soil in which the seeds must grow. The years of
early childhood are the time to prepare the soil. Once the emotions have been aroused-a sense of the
beautiful, the excitement of the new and the unknown, a feeling of sympathy, pity, admiration or love-
then we wish for knowledge about the object of our emotional response. Once found, it has lasting
meaning. It is more important to pave the way for the child to want to know than to put him on a diet of
facts he is not ready to assimilate.⼧このことの重要性を実感するためには，保育者自身が自然との触れ合
いを通して様々な感情が沸き上がることを体験することで，探究心が刺激され，⼦知りたい⼧と思うこと
が必要である。安易に植物名を記載した札を設置することは，⼦知りたい⼧という感情が沸き上がる前に
⼦教え込もう⼧とすることになり，幼児に知的好奇心，探究心を育てることを大切な仕事とする保育者の
養成にはそぐわないと考えられる。従って学生に⼦知りたい⼧という感情が沸き上がる刺激を与えること
を優先し，その後に学生が情報を受け取ることができるように工夫する必要がある。今後，校舎内にビ
オトープについて解説するコーナーを整備するとともに，ビオトープで見られる植物やそこに訪れる小
動物についての最新情報を絶えず更新できるようなインターネットサイトの開設についても検討する必
要がある。
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